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◼ 月額730円で上限500kbps で使い放題とな

るモードが2025年8月にリリース。

◼ スマート農業では、500kbpsもあればかなり

のことができると考えられます。

⚫ LINE通話、ビデオ通話

⚫ RTK自動操舵

⚫ カメラの静止画伝送

⚫ カメラの動画伝送(条件あり)

Starlink の注目プラン 「スタンバイモード」

https://eng-blog.iij.ad.jp/archives/32658

できること / きびしいこと
できる
見守りカメラ：360p/15fps級で人物/車両の出入り認識、作業把握。
現場共有の定点配信：マニュアル読み上げ＋手元映像（H.265な
ら480p/15fpsも可）。
可搬ライブ（SRT/RTMP低レート）：遅延より安定性優先のプロ
ファイルで運用。

きびしい
720p以上、スポーツ/高速動体、細かい文字の多い画面共有は崩
れやすい。
双方向会議での高頻度やり取りは、帯域上限+混雑でフレーム落
ち/遅延増が出やすい。

このプランは「個人向け」の契約時にのみ利用可能です。「法人向け」の契約では提供されていません。
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Starlink の標準的な利用形態を理解しておく

電源

Wi-Fiなのでせいぜい
20～30m程度が限界

Starlink本体
(アンテナ)

標準ルータ

• Starlinkのルータを設置した場所でしか使えない点

に注意。

Wi-Fi 通信距離

• アンテナそのものは防水だが、ルータは非防水。

完全屋外利用の場合ルータの設置場所を確保する

必要あり。

屋外利用時の注意点

• 消費電力が大きいため、ソーラーパネル+バッテ

リーでの運用は非現実的。(標準タイプで50～

150W)

• Starlink Mini であればなんとか。

電源の確保

導入してみないと案外気付かないこと
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Starlink を「バックホール」としてエリア一帯で使う

電源

Starlink本体
(アンテナ)

標準ルータ

Wi-Fi HaLow
アクセスポイント

Wi-Fi HaLow
ステーション

Wi-Fi HaLow であれば1km程度まで広げることが可

能

スマホ利用も可
有線LAN

LPWA(LoRaWAN等)
基地局

LoRaなどの通信規格であれば3～5km程度まで広げることが可

能

原則センサーのみ

カメラ利用も可
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◼現状(2025年11月現在)、移動中の利用は不可。

⚫ただし、将来的には可能となる可能性は十分にある。

Starlink で、できないこと

https://starlink.com/jp/support/article/4497c64e-d214-803a-bd8d-

1f0c957b894d?srsltid=AfmBOoriKdIZ7saIi63K4slWmVAj2_5BSVB2z0UjPHy2r32yXrRbxxN9

現時点で、
日本は含まれていません
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Starlink で、できないこと

◼標準構成では、遠隔操作・制御等には使えない

インターネット

クラウド録画サービス

カメラ本体が撮影した画像を、クラウドサービス等にアップロードし、利用者はそのサービスで映像確認する
→ これはOK

インターネット

カメラや遠隔のパソコンに直接アクセスする
→ これはできない

Starlink で提供されるインターネット接続は、原則として内部→外部への通信のみ。
外部→内部への通信を可能にするには特殊な装置(VPNなど)を用いる必要あり。



‐ 7 ‐

◼ Project Kuiper (プロジェクト カイパー)

⚫ Amazon 社が運営するNTNサービス。

⚫日本を含む世界中でどこでも使える大容量・低
遅延のブロードバンドサービスを提供する計画。

⚫ 2025年8月までに78基の打ち上げが完了済。

⚫ 2026年のサービス開始が予定されている。

⚫ Starlinkの直接の対抗馬となる可能性あり。

Starlink 以外のNTN通信の動向について(1)

https://www.aboutamazon.jp/news/innovation/heres-what-to-expect-from-project-kuipers-first-full-scale-satellite-launch
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◼ Eutelsat OneWeb：ソフトバンクグループが出資する新たな衛星通信サービス

⚫ 2024年12月にサービス提供開始

Starlink 以外のNTN通信の動向について(2)

https://www.softbank.jp/corp/news/press/sbkk/2024/20240903_02/
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◼HAPS（High Altitude Platform Station）

⚫成層圏（約20km）に長時間滞空する無人航空機や気球型機体を基地局として活用し、
広域かつ災害時にも安定した通信を提供する非地上系ネットワーク技術

Starlink 以外のNTN通信の動向について(3)

https://www.soumu.go.jp/main_content/001021361.pdf
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